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● 考案 （ utility models）の保護

│
└→ ① 自然法則 を 利用 した ② 技術 的

思想 の ③ 創作

特許制度との違い（ 1 ）： ④ ⾼度 性が要求されない

例）容器の フタ に 凹凸 を付けて滑りにくくしてみた
すべ

例）カップ焼きそばの 湯切り口 の形を変えてみた

特許制度との違い（ 2 ）： 無審査 主義

新規性 や 進歩性 に関する審査は⾏われない

→ 特許なら拒絶されることが多いが，実⽤新案なら必ず認許されるので楽
きよぜつ にんきよ

特許制度との違い（ 3 ）：しかし，保護される 期間 が 短い

＊ 特許なら ２０ 年間だが，実⽤新案は １０ 年

特許制度との違い（ 4 ）： 保護対象は 物品 （devices）に限られる

特許法であれば保護される 材料 や ⽅法 は対象外

× 薬〈材料〉， セメント， プログラム

独⽴して使われることはない 物品 の ⼀部分 でもよい
どくりつ

ハサミの持ち⼿， 杖の先端部， ビンの⼝
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そして《物品》のうち，次の３種のいずれかであること

a） 形状 （shape）に係るもの
かか

例） 五⾓形の鉛筆，⻭⾞

流線型の⾃動⾞〈⽴体〉

b） 構造 （construction）に係るもの

例） 電気回路

視力検査表の配列

c） 組合せ （combination）に係るもの

例） ラジカセ，消しゴム付き鉛筆
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